
















平成 2 4 年 1 1 月 2 1 日
学位規則第 4 条第 2 項該当
へーゲ、ル 具体的普遍の哲学
(主査)















第 1 章 直観的悟性を生きるとはどういうことかーーへーゲルの『判断力批判』受容をめぐって
第 1 節 規定的判断力・反省的判断力・直観的悟性
第 2 節「心理学と超越論的哲学のための草稿」と『エンツュクロベディ』
第 3 節 『大論理学』第二部「本質論j
第 4 節 「キリスト教の精神とその運命」















































第 2 章 ひとつにまとめる想像力一一シヱリングの 1792 年の研究帖と『超越論的観念論の体系』
をめぐって
第 1 節 シェリングの 1792 年の研究帖をめぐって
第 2 節 研究帖と『超越論的観念論の体系』の比較
第 3 節 カントからの影響





















第 3 章 想起と集約一一・プラトン・へーゲル・シエリング
第 1 節 へーゲルにおける反省的判断力とプラトン的想起
第 2 節 へーゲルにおけるプラトン的想起の脱神話化
第 3 節集約・飛躍・想起 プラトンの『パイドロス』と『饗宴』
第 4 節 シェリングとプラトン的想起
第 5 節 (集約するロゴス)へ























第 4 章 天才の孤立、直接性の忘恩一一〈集約するロゴス〉の光と繋
第 1 節天才の孤立


































第 5 章 『精神現象学~ r意識」章の読解一一〈集約するロゴス〉と無限性
第 1 節 『現象学』の「緒論」











造の生成が論じられていると解釈することができる。「緒論」では対象 (der Gegenstand) のがわに
真理をもとめる意識のありかたが主題的に論じられており、そのさいの真理は「自体的なもの das













るように思われる。この特記的な経験は本章の第 4 節で論じられる「無限性j の経験である(第 1 節)。






「知覚 die WahrnehmungJ とし、う意識に変貌し、もろもろの「し、ま・ここ」を「集約」することで




い。こうして知覚の対象である「物 das DingJ は「普遍」的な性質をもっとともに「個別J 的なこの














































く。無限性は(集約するロゴス)の重層性ないし自己関係性であるともいえよう(第 4 節( 3 ) 。
第 6 章絶対知と想起
第 1 節 ノくッカス祭の乱痴気さわぎからの逸脱者はおのれを想起する
第 2 節 精神の王国の富は引き継がれる























































貫通するプラトニズムを批判した。本論文の目的は、近代ドイツの哲学者へーゲノレ (1770・ 1831) の
「具体的普遍」という概念に着目し、それを(集約するロゴス〉という視点から解明することによっ
て、従来の通俗的なへーゲ、ル像、すなわちこの哲学者が現実世界を人間の有限性とは無縁な超越的な
視点から体系的に整理してみせたとするへーゲル像を否定し、ヘーゲ、ルが人間にとって基底的な経験
に眼差しを注ぎ、その経験に筋目を添わせた思索を展開していたことを明らかにすることにある。こ
れはまた、近代哲学の完成者と言われる一哲学者に関する理解を深めるというだけに留まらず、同時
に西洋文化を貫く概念の歴史に新しい視角を開くことで、国際的な文化理解の進展に寄与する狙いが
ある。
この具体的普遍という概念を解明するために著者は、へーゲ、ルに先立つ哲学者たち、カント、シェ
リング、そしてプラトン自身のテクストの中にこの概念の萌芽を読み取り、へーゲ、ルへの通路を見て
とる努力をしている。とりわけ、現代哲学との関連でその重要性がいっそう認識されるに至っている
カントの『判断力批判』における「反省的判断力」および「直観的悟性」をヘーゲ、ルが独自の解釈に
よって受容するさまの分析や、さまざまな個別が集約されて一つの本質への跳躍が為されるや否や、
それがまた一つの対象へと変質する過程は丹念に叙述されていて高く評価できる。また、これまでほ
とんど着目されて来なかったシェリングの初期の文献を取り上げて分析しているのも、新しい知見で
ある。これらに比して、『精神現象学』の「意識J 章の分析では、難解なテクストの解釈に叙述を害IJ か
れ、肝心の(集約するロゴス)という鍵概念との関連性の立証が手薄になっている感がある。その点
-172-
は著者も自覚しているのであろう。本論文とともに提出された参考論文では、本論文でもっぱら為さ
れた世界におけるイデア的な秩序生成という側面とは別に、個人の側の自己統合への収散という事態
を主題的に扱って補足している。具体的普遍という概念を、集約するロゴスという視点から解明しよ
うという課題の斬新さに比して、テクスト解釈による実証部分の分量にはやや物足りなさが残るが、
こうした量的拡大は著者の今後の研究に期待できる性質のものである。
全体として本論文は、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示しており、そこに示された新たな知見は斯学に資するところ大なるものがある。よって、本論文
は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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